
令和 6年度第 2回笛吹市市町村の国民健康保険事業の 

運営に関する協議会 会議録 

 

 

開催日時 令和 7年 2月 4日（火） 午後 7時～午後 8時 

 

開催場所 笛吹市役所本館 3階 301会議室 

 

出席委員 窪田けい子 降矢昇一 冨士池昌代 古屋儀彦 川部源太  

太田昭生 篠原文雄 後藤幸延 平出諒太 山下仁志 萩原和子 

中村啓子 河野正美 田草川冬木 橘田宗一 初鹿仁美 霜村和也 

横田雅己 望月茂賀 

 

欠席委員 窪田雅人 芝垣玲子 若月福美 雨宮良秋 

 

出席職員 新開晴彦市民環境部長  

（国民健康保険課） 

薬袋美穂課長 岩澤潤司主幹 今井久美子副主幹 武川宜史副主幹 

金子忠司主事 

（健康づくり課） 

坂本明子課長 内藤ひさ美課長補佐 芳澤知子主幹保健師 

 

 

【進行：国民健康保険課長】 

1 開会 

 

2 市長あいさつ 

 

3 会長あいさつ 

 

4 諮問 

 

5 議題 

 （会長） 

  議事に入る前に、会議録署名委員の指名につきましては、協議会規則第 7 

条の規定により、被保険者代表の降矢昇一委員と公益代表の初鹿仁美委員に 

お願いします。 



 (1) 令和 7年度笛吹市国民健康保険税の税率について 

   《資料に基づき説明》 

    1 納付金と保険税の関係について 

    2 納付金の状況について 

    3 県標準税率との比較について 

4 決算状況及び決算見込について 

    5 笛吹市国民保険税率の改定状況について 

    6 近隣市の保険料（税）率について 

 

  【質問意見等】 

（委員） 

 参考に聞きたいことがあります。先ほどの説明の中で、財政調整基金が 

16億円ぐらいあると言っていましたが、国保の財政調整基金でしょうか。 

 

 （国民健康保険課） 

    はい。国保の財政調整基金になります。 

 

   （委員） 

 財政調整基金が 16億円あるので、赤字分に基金を充てるということで 

すが、今までもこういった手法というのは使ってきたのでしょうか。 

 

 （国民健康保険課） 

 ここ直近では、基金を充てたことはありません。 

 

   （委員） 

    今まで積み立ててきた分をここで 1回取り崩す。物価高騰等を考慮し 

   て、「据え置き」するという考えでよろしいですか。 

 

   （国民健康保険課） 

    はい。その通りです。 

 

   （委員） 

    だいぶ世間も厳しい状況ですから、「据え置き」で良いと思います。 

 

   （会長） 

    令和 6年度が約 1,200万円、令和 7年度が約 5,600万円の赤字が見込 

まれますが、財政調整基金が約 16億円あるということで、ここで補填と 



いう形をとったとしても、まだ充分に基金残額があるという考えでよろ 

しいですか。 

 

   （国民健康保険課） 

    はい。 

 

   （会長） 

    その他皆さんいかがでしょうか。 

 

    それでは、令和 7年度の国民健康保険税率については、「据え置き」と 

   いうことで了承してよろしいでしょうか。 

 （異議なし） 

 

    ありがとうございました。 

    後日、「据え置き」ということで、市長に答申させていただきます。 

 

 

 (2) その他 

 特になし 

 

 

 （会長） 

   以上を持ちまして、議事を閉じさせていただきます。 

   ご協力ありがとうございました。 

 

（国民健康保険課） 

   令和 7年度の笛吹市国民健康保険税の税率につきまして、御検討いただ 

きありがとうございました。 

   今後のスケジュールですが、今回御審議いただきました内容について、 

  妥当との御意見をいただきましたので、答申書を作成し、2月 26日に市長 

  へ答申を上げる形になります。 

   なお、答申文の内容につきましては、中村会長及び職務代行の河野委員に 

  御一任いただくようお願いします。委員の皆様には、御報告という形になり 

ますが、答申文を郵送させていただきます。御了承お願いいたします。 

 

 

 



6 その他 

  《健康づくり課より説明》 

    自殺対策強化月間について 

 

  《国民健康保険課より説明》 

    令和 7年度以降の制度改正について 

 

7 閉会 


